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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

小
竹
町
長　
　

松　

尾　

勝　

徳

　

小
竹
町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
安
倍
政
権
の
経
済
成
長
を

優
先
し
た「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」政
策
に

よ
っ
て
政
権
運
営
を
図
り
一
定
の
経

済
効
果
が
出
て
い
る
一
方
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
や
原
発
の
事
故
処
理
も

い
ま
だ
最
終
的
な
解
決
の
糸
口
が
見

え
ぬ
ま
ま
年
を
越
し
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
は
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
や
地
域
産
業
の
衰
退
等
、
町

村
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、
町
村
は
き
わ
め
て
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
村

が
よ
り
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
に
は
、
地
域
の
自
立
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
財
政
基
盤
の
確
立

が
不
可
欠
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
住
民
と
行
政
の「
協
働
・
共
生
」社
会

の
実
現
が
必
要
で
す
。
ま
ず
個
人
が
で

き
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
を
や
り
抜
く

（
自
立
・
自
助
）、
個
人
で
は
ど
う
し
て

も
無
理
な
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
は

家
族
・
身
内
が
手
を
差
し
伸
べ
る（
互

助
）、家
族
・
身
内
で
は
無
理
な
こ
と
は

友
人
・
近
隣
が
支
援
す
る（
近
助
）、
そ

れ
で
も
無
理
な
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

は
世
代
間
・
地
域
住
民
ど
う
し
が
一
定

の
仕
組
み
を
作
っ
て
支
援
す
る（
共

助
）、そ
れ
で
も
無
理
な
こ
と
、で
き
な

い
こ
と
は
身
近
な
自
治
体
で
あ
る
役

場
が
担
う（
公
助
）こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
平
成
28
年
度
を
目
標

年
次
と
す
る
第
４
次
小
竹
町
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
お
け
る
町
の
将

来
像
を
め
ざ
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
た

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
活

気
に
満
ち
た
潤
い
の
あ
る「
地
域
協

働
・
共
生
」の
町
づ
く
り
の
実
現
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
な
ど

厳
し
い
社
会
環
境
の
変
化
が
迫
る
中
、

分かち合い、

支え合い、

助け合える

地域づくり
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医
療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
住
民
が
生
活

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
施
策
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
予
防

に
力
点
を
置
き
、「
健
康
長
寿
・
老
楽
の

町
」づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
世
代
の
親
と
子
が
交
流
を

深
め
る
た
め
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
の
教
育

施
策
に
基
づ
き
調
和
の
と
れ
た
人
間

形
成
を
め
ざ
す
学
校
教
育
の
充
実
を

図
り
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
動
車
関
連
企
業
の
ほ
か
大
型
商

業
施
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
な
ど

を
含
め
た
企
業
誘
致
も
着
々
と
そ
の

成
果
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
さ
ら
に
雇
用
の
確
保
と
定
住
化
促

進
施
策
を
進
め
、
町
の
人
口
増
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
を
逃

さ
ず
、商
業
・
工
業
・
農
業
の
連
携
を
深

め
、
魅
力
あ
る
町
の「
産
業
づ
く
り
」を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、中
・
長
期

的
な
施
策
と
し
て
は
、
庁
舎
移
転
改

築
、
下
水
道
の
整
備
、
町
営
住
宅
の
長

寿
命
化
な
ど
の
ほ
か
町
内
に
数
多
く

残
さ
れ
た
歴
史
遺
産
・
産
業
遺
産
な
ど

を
活
か
し
た
観
光
行
政
の
推
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」の
た
め
、
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
関
係
諸
団
体
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
各
自
治
会
で
設
置

さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
を
活
か
し
た

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

　

平
成
22
年
に「
未
来
に
つ
な
ぐ
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」を
基
本
理

念
と
し
て
策
定
し
た「
第
５
次
行
政
改

革
」も
最
終
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
持

続
可
能
で
安
定
し
た
町
の
財
政
基
盤

確
立
の
た
め
、
収
入
の
確
保
と
収
支
の

改
善
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
も「
分
か
ち
合
い
、
支
え
合
い
、

助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
」の
た
め
、

「
浅
き
を
去
っ
て
深
き
に
就
く
は
丈
夫

の
心
な
り
」、
こ
の
言
葉
を
戒
め
と
し

て
、
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報係☎２・１２１２

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば

俳  

句
44

◉秋季環境美化運動
　１１月２４日に、町内一斉の秋季環境美化運動（小竹町環
境衛生連合会主催）が行われました。
　町民、各企業および団体のみなさまのご協力により、可
燃ごみ３,７３０kg、粗大ごみ１,３２０kg、ビン・缶３３０kg、合
計５,３８０kg の不法投棄ごみが回収されました。
　今後も一人ひとりの心がけで、より一層の環境美化への
ご協力をよろしくお願いします。

◉大
たい

祖
そ

神社「奥の院」鳥居を新設
　皆さんは、赤地区の大祖神社に残る岩見重太郎伝説を
知っていますか。諸国に豪傑伝説を残したことで知られる
岩見重太郎。重太郎は武者修行中に赤地に立ち寄り、その
際、神のいけにえとされた娘の代わりとなり、突然現れた
妖怪の狒

ひ ひ

狒を退治したとされています。大祖神社には、そ
の狒狒を退治したとされる場所が、「奥の院」としてまつら
れています。
　この度、その「奥の院」の鳥居が新しく建てられました。
機会があれば、ぜひ立ち寄り、ご参拝ください。

　１０月２１日、小竹中学校の吹奏楽部の生徒たちが小竹

南小学校で演奏会を行いました。毎年行っているこの行事

は、中学生にとっては小学校への凱旋、小学生にとっては

将来の成功モデルに出会う場となっています。会場中が興

奮と喜びにあふれ、小竹南小学校の木山優樹くん（６年）は

「来年は、小竹中学校の吹奏楽部に入るので、よろしくお願

いします」とあいさつをし、会場中の皆さんからたくさん

の拍手を受けました。

◉小竹中学校吹奏楽部演奏会

◉おめでとうございます
　小竹町スポーツ推進委員の林 弘信氏が、「第５４回全国ス
ポーツ推進委員研究協議会」において、平成２５年度スポー
ツ推進委員功労者表彰を受け、１１月２５日に松尾町長に報
告しました。
　今回の表彰は、地域スポーツの推進のため、事業の実施に
係る連絡調整ならびにスポーツ実技指導その他スポーツに
関する指導および助言を行うスポーツ推進委員として、功
績顕著な人に贈られるものです。林氏は、剣道教室で子ども
たちにスポーツ指導を行っており、今回の受賞を終始笑顔
で報告していました。
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点

描
町 長 コ ラ ム

俳  

句
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１１月２２日 自治会長会、環境衛生連合会役員会 庁内会議室

１１月２４日
秋季環境美化運動 町内

少年剣道教室創立３５周年記念大会 町民体育館

１１月２６日 直方県土木整備事務所来庁 町長室

１１月２７日

年末年始特別警戒出陣式 直方警察署

福岡県国民健康保険診療施設運営会議 国保会館

中小機構東京本部木村部長来庁 町長室

「小竹に住みたい」町づくりの会 小竹町商工会

１１月２８日
見守り協力員研修生講義 総合福祉センター

すみよか計画策定推進委員会 包括支援センター

１１月２９日
水防班長会議 庁内会議室

自治会長会・環境衛生組合長会合同会議 総合福祉センター

１１月３０日 ボランティア連絡協議会との交流会 総合福祉センター

１２月１日 小竹幼稚園「教育の日」 小竹幼稚園

１２月３日

庁議 庁内会議室

後期高齢者医療広域連合定例監査・福岡県町村会理事会 自治会館

人権講演会 中央公民館

１２月４日
議会運営委員会 庁内会議室

国土交通省遠賀川河川事務所所長来庁 町長室

１２月５日 １２月定例会議会（〜１３日まで） 議場

１２月６日 民生委員児童委員委嘱状伝達式 総合福祉センター

１２月１０日 防災会議 総合福祉センター

１２月１２日 職員自衛隊入隊研修激励 飯塚駐屯地

１２月１４日 小竹ガッツ３５周年記念祝賀会 のがみプレジデントホテル

１２月１６日
中小機構用地引き渡し 町長室

（株）長大 幸田氏来庁 町長室

　

日
本
経
済
が
右
肩
上
が
り
で
成
長
し
た

時
代
は
税
収
の
増
加
を
背
景
に
、
行
政
は

住
民
の
求
め
る
政
策
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。し
か
し
、国
も
地
方
も
深
刻
な
財
政
難

に
陥
っ
て
い
る
。
新
た
な
政
策
を
進
め
る

た
め
に
は
何
か
を
諦
め
た
り
、
見
直
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
る
。「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

実
現
で
き
た
時
代
か
ら
、「
あ
れ
か
こ
れ

か
」を
選
択
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
に
な
っ
た
。
新
年
度
に
向
け
た
予

算
編
成
に
苦
慮
し
て
い
る
。
過
去
の
借
金

の
返
済
、福
祉
予
算
の
増
大
、老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
更
新
な
ど
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
駅
周
辺
開
発
、
庁
舎
問
題
、

観
光
行
政
の
ほ
か「
移
住
定
住
す
み
よ
か

計
画
」な
ど
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も

迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る

た
め
に
は
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
や
、

説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
情
報
の
伝
え
方

の
改
善
と
と
も
に
、
住
民
と
と
も
に
考
え

る
た
め
の
工
夫
も
重
要
に
な
る
。
希
望
の

な
い
選
択
は
理
解
が
得
ら
れ
な
い
が
単
な

る
希
望
的
観
測
で
も
い
け
な
い
。
現
実
的

課
題
を
直
視
し
て
優
先
順
位
を
示
し
て

い
き
た
い
。「
志
定
ま
れ
ば 

気
盛
ん
な
り
」

（
吉
田
松
陰
）。
こ
の
決
意
を
も
っ
て
新
し

き
年
に
挑
み
た
い
。

湖み
ず
う
み

に
睦む

つ

み
し
鴨か

も

を
見み

て
を
り
し　
　
　
　

塔
野
八
千
代

笹さ
さ

鳴な

く
を
聴き

く
こ
と
暫し

ば

し
足あ

し

を
止と

め　
　

青
柳
満
喜
代

絵え

を
画か

い
て
独ひ

と

り
暮く

ら

し
や
笹さ

さ

子ご

鳴な

く　
　

松
井
か
ほ
る

笹さ
さ

子ご

鳴な

く
窯か

ま
も
と元

へ
行ゆ

く
の
ぼ
り
径み

ち　
　
　

松
崎　
　

直

鴨か
も

去さ

っ
て
荒こ

う

涼り
ょ
う

の
湖う

み

暮く

れ
に
け
り　
　
　

藤
野　

久
子

小
竹
中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル阿部

天
風　

選

な
る
よ
う
に
な
る
さ
の
余よ

生せ
い

葛く
ず

湯ゆ

吹ふ

く　

豊
崎　

民
恵

河ふ

ぐ豚
を
釣つ

る
漁り

ょ
う

師し

の
顏か

お

の
赤あ

か

ら
み
て　
　

尾
上　

礼
子

冬ふ
ゆ

の
星ほ

し

影か
げ

を
縮ち

ぢ

め
て
動う

ご

き
け
り　
　
　
　

松
尾
清
一
郎

母は
は

逝ゆ
き

き
て
二に

十じ
ゅ
う

五ご

年ね
ん

や
冬ふ

ゆ

牡ぼ
た
ん丹　
　
　
　

時
川
寿
美
子

葉は

牡ぼ
た
ん丹
や
女お

ん
な

二ふ
た
り人
の
悔く

や

み
事ご

と　
　
　
　
　

門
田　

睦
子

小
竹
筍
句
会

阿
部
天
風　

選

冬ふ
ゆ

帽ぼ
う

子し

深ふ
か

く
被か

ぶ

り
て
病や

み
て
を
り　
　
　

原
賀　

静
子

店み
せ

閉と

じ
て
渦う

づ

巻ま

き
き
れ
ぬ
寒か

ん

牡ぼ
た
ん丹　
　
　

松
尾　

治
子

枯か
れ

菊き
く

や
ほ
む
ら
に
匂に

ほ

ひ
漂た

だ
よ

わ
せ　
　
　
　

安
藤
つ
き
子

指ゆ
び

な
し
の
こ
れ
も
手て

袋ぶ
く
ろ

買か

ひ
に
け
り　
　

小
嶋　

亮
子

極ご
く
げ
つ月

の
あ
っ
け
ら
か
ん
と
無む

一い
ち
ぶ
つ物　

　
　

阿
部　

天
風

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選

— １１月２１日から１２月２０日まで —
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注目する人・もの・ことを紹介

小竹南小学校ＰＴＡ
日本ＰＴＡ全国協議会会長賞受賞

　小竹南小学校ＰTＡは、１１月１９日に東京都で行われた「公益社団法人日本ＰTＡ全国協議会」創立６５周年
記念式典において、日本ＰTＡ全国協議会会長より表彰を受けました。
　今回の表彰は、全国の中で幼稚園・小学校・中学校等約１２０校が受賞しました。小竹南小学校ＰTＡは、長年
取り組まれてきた親子で朝ご飯を作る取り組み（「朝ご飯の鉄人」）や地域と一緒になって子どもたちの育成を
図る取り組みが高い評価を受け、表彰されました。

小竹南小学校ＰT Ａのあゆみ

年月日 主なできごと

昭和２２年 小竹南小学校と改称、母親成人学級研究校に指定

昭和２３年４月 小竹南小父母教師会として設立

平成１８年４月 県ＰTＡ連合会「新家庭教育宣言」に参加し、「親と子で朝食づくり」に取り組
む。現在も、「朝ご飯の鉄人」として継続

平成２４年１月
鞍手地区ＰTＡ連合会研修会で、「朝ご飯の鉄人」の取り組みを中心に実践発
表

平成２４年１０月 九州ブロックＰTＡ研修会第４分科会「健全育成と地域活動」で「地域と連携
して子どもの健全育成を図るＰTＡ活動」と題して報告

平成２５年６月４日 県ＰTＡ連合会会長より表彰

平成２５年１１月１９日 日本ＰTＡ全国協議会会長より表彰

　１２月９日には、小竹南小学校校長 神谷洋文先生とＰTＡ会長 リース香織さんが、松尾町長に今回の受賞の報
告をしました。神谷校長先生は、「このような名誉ある賞をいただいて本当に光栄です。これまで本校ＰTＡ活
動に熱心に取り組んでこられた先輩がたをはじめ、現保護者の皆さま、そしてＰTＡ活動にご理解とご協力を
いただいた地域関係者の皆さまのおかげです。」と話してくださいました。

△朝ご飯作りに取り組む田中春仁くん（６年）△左から神谷洋文校長、松尾町長、リース香織ＰTＡ
　会長
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２０歳になったら国民年金
問い合わせ▶直方年金事務所☎０９４９・２２・０９０５

　

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◉
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）

　

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す

　

→
老
齢
基
礎
年
金

②
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に　

　

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す

　

→
障
害
基
礎
年
金

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子　

の
あ
る
配
偶
者
、子
を
支
え
ま
す

　

→
遺
族
基
礎
年
金

●
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の

　

仲
間
作
り

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納

め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
年
金
を
負

担
す
る
と
い
う「
世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
」が
基
本
で
す
。

●「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

　
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例

制
度
」（
学
生
の
み
）、「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」（
30
歳
未
満
）な
ど
の
保
険
料

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請
者
本

人
の
所
得
額
が
一
定
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
で
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、
学
生
で

な
い
30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ
た
期

間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
っ
た

時
に「
追
納
制
度
」を
利
用
す
れ
ば
、
将

来
受
け
取
る

年
金
を
増
額

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

農業委員会からのお知らせ
問い合わせ▶小竹町農業委員会☎２・１１６７

　小竹町では、農用地の全
体見直しを実施します。こ
のため、農地を農地以外の
地目に転用する場合、農用
地区域に指定された農地に
ついては除外申請が必要で
すが、右記の期間内は申請
の受付ができませんのでご
了承ください。

【閉鎖期間】
平成２６年１月１日（水）から
平成２６年６月３０日（月）ま
で

農業振興地域（農用地区域）の
除外申請の受付を閉鎖します
問い合わせ▶産業課農林振興係☎２・１１６７

　農業委員会選挙人名簿の登載を
　受付します

【受付期間】１月６日（月）から１月９日（木）まで
【資格要件】
◉平成２６年１月１日現在で小竹町に住所を有する人で、平
　成６年４月１日までに生まれた人
◉田・畑１０アール以上の農地につき耕作に従事する日数
　が年間６０日以上の人
▷農事組合未加入者は、農業委員会にご連絡ください。
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国民健康保険からのお知らせ
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　特定健診、受けたことがある人もない
　人も毎年受けましょう
　特定健康診査とは、生活習慣病（高血圧・糖尿病・高脂血
症）になる前の段階で発見し、生活習慣病改善などで予防す
ることを目的とした健診です。
　小竹町国民健康保険では、４０歳から７４歳までの被保険
者の皆さんを対象とした特定健康診査を実施しています。
該当する被保険者には、昨年５月に平成２５年度特定健康診
査受診券（桃色）を送付しています。
　まだ特定健康診査を受けていない人は、ご自身の健康状
態を知る良い機会となりますので、受診してみませんか。

◉平成２６年度国民健康保険被保険者証の
　発送について
　小竹町の国民健康保険被保険者証は、平成２５年４月から
カードになり、被保険者ひとりに１枚を交付しています。
　平成２６年４月からの被保険者証については、３月上旬
頃、世帯主あてに簡易書留で世帯全員分をまとめて発送す

る予定です。そのため、本年度から地区公民館等での被保険
者証の交付は行いません。
※被保険者証の発送は、前年度までの国民健康保険税の滞
　納がなく、平成２５年度第８期分まで完納している世帯
　が対象となります。それ以外の世帯は、保険年金係窓口（⑧
　番）で交付します。

◉国民健康保険への加入の手続きは１４日以内に
　職場の健康保険（健康保険組合や共済組合など）に加入し
ている人、後期高齢者医療制度に加入している人および生
活保護を受けている人を除くすべての人が国民健康保険に
加入します。
　退職により職場で加入していた健康
保険をやめたときや職場の健康保険
の被扶養者から外れたときは、事業所
が発行する資格喪失証明書を持参のう
え、１４日以内に加入の手続きを行って
ください。

第１５回糖尿病および合併症予防のための講演会〜筑豊地区（小竹町）〜
問い合わせ▶小竹町立病院☎２・０２８２／小竹町保健センター☎２・１８６４
　　　　　　日本糖尿病協会福岡県支部（九大第二内科研究室）☎０９２・６７１・０６１１（FAX 兼用）藤本さん

　日本国内の糖尿病患者数は、糖尿病予備軍を含めると２,
０００万人以上と言われています。糖尿病を放置すると網膜
症、腎症、神経痛や動脈硬化による心筋梗塞および脳梗塞な
どの合併症を引き起こす大変な病気です。
　今回、小竹町で糖尿病に関する講演会および健康相談を
実施することになりました。現在、糖尿病治療で悩んでいる
人や糖尿病に関心がある人など、どなたでもお越しくださ
い。

●開催日　平成２６年２月２３日（日）
●時間　　１２時から１６時まで
●会場　　小竹町中央公民館 ※ 入場無料

【内容】
☆１２時から１６時まで
・身長・体重・腹囲・血圧測定・血糖値測定
・健康相談（医療相談・栄養相談・生活相談・お薬相談）
・糖尿病に関する展示（食品・医療器具の説明展示）
☆１３時３０分から１５時まで
・教育講演：小竹町立病院長　加来隆一郎先生
・糖尿病患者さんの体験発表
【主催】日本糖尿病協会福岡県支部・小竹町
【共催】小竹町立病院
【後援】福岡県糖尿病対策推進会議・筑豊糖尿病療養指導士
会・直方鞍手医師会・筑豊糖尿病患者会・筑豊糖尿病懇話会



9 ひまわりだより

　

年
に
一
度
は

　

健
康
診
査
を　

　

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
を
対
象
に

生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ
び

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
受
診
期
限

は
平
成
26
年
３
月
31
日
で
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

は
、
実
施
医
療
機
関
等
で
お
早

め
に
ご
予
約
の
上
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金

　

五
百
円

●
受
診
の
と
き
は
、「
被
保
険
者

　

証（
保
険
証
）」と
広
域
連
合

　

が
郵
送
し
た「
受
診
票
」が
必

　

要
で
す
。
受
診
票
が
見
あ
た

　

ら
な
い
場
合
は
再
発
行
し

　

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

※
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
や
高

　

血
圧
症
な
ど
）で
治
療
中
の

　

人
は
受
診
の
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

後期高齢者の健康診査について
問い合わせ▶福岡県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　☎０９２・６５１・３１１１

小竹町立小竹幼稚園
平成２６年度新入園児募集
問い合わせ▶町立小竹幼稚園☎２・３８５５

【
募
集
対
象
児
】

３
歳
児
▽
15
名

４
・
５
歳
児
▽
若
干
名

【
入
園
資
格
】小
竹
町
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
幼
児
で
、
平

成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

23
年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生

者（
３
歳
児
）、
平
成
21
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
22
年
４
月
１

日
ま
で
の
出
生
者（
４
歳
児
）、

平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
21
年
４
月
１
日
ま
で
の
出

生
者（
５
歳
児
）

【
募
集
期
間
】１
月
８
日（
水
）

か
ら
２
月
12
日（
水
）ま
で

【
申
込
方
法
】小
竹
幼
稚
園
ま

た
は
学
校
教
育
係（
中
央
公
民

館
）に
あ
る
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
小
竹
幼
稚
園
ま

た
は
学
校
教
育
係（
中
央
公
民

館
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

排水設備工事責任技術者
新規・更新登録の申請受付
問い合わせ▶上下水道課下水道事務係☎２・１９４５

　

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備

に
関
す
る
工
事
責
任
技
術
者

の
新
規
登
録
お
よ
び
更
新
登

録
の
申
請
を
次
の
要
領
で
受

け
付
け
ま
す
。

【
対
象
】

〈
新
規
登
録
〉

▼
福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備

　

工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

　

合
格
し
た
人（
合
格
証
の
有

　

効
期
限
が
平
成
26
年
３
月

　

31
日
以
降
の
人
）

▼
試
験
参
加
市
町
に
責
任
技

　

術
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て

　

い
る
人

〈
更
新
登
録
〉

▼
平
成
25
年
度
福
岡
県
下
水

　

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

　

術
者
更
新
講
習
を
受
講
し

　

た
人

【
受
付
期
間
】１
月
27
日（
月
）

か
ら
２
月
７
日（
金
）ま
で

【
申
請
先
】上
下
水
道
課
下
水

道
事
務
係
☎
２
・
１
９
４
５

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

集合税 −町県民税・固定資産税・国民健康保険税ー

第８期納期限　１月３１日（金）
【口座振替日　１月２７日（月）】

▶税の公平性
　　納付期限内に税金を納めた人との税の公平性を保つため、
　納期限が過ぎた後も納付がない場合、督促状を送ります。督
　促後、完納されないときは差押え等の処分の対象になります
　ので、納期限までの納付をお願いします。

▶口座振替による納税について
　　振替日は毎月２５日（振替日が休日の場合は翌営業日、１２月と
　２月は２２日）です。自動的に指定の口座から税金が引き落とされ
　るので、納め忘れの心配がありません。手続きは、町指定金融機関
　（福岡銀行、西日本シティ銀行、福岡ひびき信用金庫、飯塚信用金
　庫、直鞍農協、ゆうちょ銀行）または税務住民課で行えます。
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委員名 住　所 電話番号 担当地区 委員名 住　所 電話番号 担当地区
磯田　厚好 小竹区２組 ２・６２０９ 小竹区１・２・３・４・5 組 野見山由美子 中央区３組 ２・１４８１ 中央区３・４組、新山崎全区

高岸　信子 小竹区２組 ２・６４６４ 小竹区６・７・８・１１組 千代原一惠 中央区２組 ２・２２６５ 中央区１・２・５・６組

加藤真由美 峰畑区２組 ２・１８１３ 峰畑区１・２組 井野口克子 南良津区１組 ２・４０１０ 南良津全区

齋藤　一枝 峰畑区３組 ２・４５３９ 峰畑区３・４・５組 長野　博好 兵丹区３組 ０９４９・
２３・３６０４ 兵丹全区

古川　広登 芦北区３組 ２・２４３９ 芦北全区 井浦　弘子 赤地区４組 ０９４９・
２４・１４８６ 赤地区１・２・４・７・９組

白土ヒフミ 勝野１区５組 ２・１６１２ 勝野１区１・２・３・４・５・６・１１組 宮本　幸子 赤地区３組 ０９４９・
２３・３３４７ 赤地区３・５・６・８組

松下　滿子 勝野１区６組 ２・０３６９ 勝野１区７・８・９・１０・１２・１４組 吉野　房子 御徳１区４組 ２・１６１６ 御徳１区３・４・５・９組

矢島惠美子 勝野２区１組 ２・４３５３ 勝野２区１・２・１１・１２・１３組 庄内　正義 御徳１区４組 ２・２８６３ 御徳１区１・２・７・８・１０組

貝原陸奥子 勝野２区３組 ２・０８１４ 勝野２区３・４・５・６組 平尾　正人 御徳２区３組 ２・７１３２ 御徳２区１・２・１０・１１・１４組

木下千枝子 勝野２区１０組 ２・３１１７ 勝野２区７・８・９・１０組 上野　道男 御徳２区８組 ２・３７０７ 御徳２区３・４・５・１５・１６組

渕上　髙義 七福区１１組 ２・１６８９ 七福区１・３・５・７・１１・１３・２６・２７組 松島　早苗 御徳２区８組 ２・１８８６ 御徳２区６・７・８・９・１２・１３・１７組

石川　憲彦 七福区１４組 ２・７０３３ 七福区２・４・１２・１４・１８・２８・３０・
３１・３２・３３・３４組 平川　博志 御徳３区１組 ２・５４７９ 御徳３区１・２・３・４組

岡田　光晴 七福区２４組 ２・７８４９ 七福区１６・１７・２０・２２・２３・２４組 井出尾和徳 御徳３区８組 ２・６６５９ 御徳３区５・６・７・８組

良永　陽臣 七福区２１組 ２・６６８４ 七福区１５・１９・２１・２５・２９組 萬田美代子 栄町区６組 ２・７４３０ 栄町区５・６・７・８・１２・１３組

梶原扶美江 新多区３組 ２・３６４０ 新多区１・２・３・４組 冨田　文代 栄町区１０組 ２・３４１９ 栄町区１・２・３・４・９・１０・１１組

江藤　哲教 新多区５組 ２・０５１１ 新多区５・６・１０・１２組 中堀　春子 本町区２組 ２・８８６７ 本町全区、定住促進住宅（１・２棟）

有尾　妙子 新多区９組 ２・０３２４ 新多区７・８・９・１１組 友永テル子 毛勝区４組 ２・７０１５ 毛勝全区

永津真由美 峰畑区２組 ２・６９０５ 主任児童委員 渡部　銘子 栄町区１２組 ２・１５７７ 主任児童委員

委員の紹介（敬称略）▶下段左から▷矢島惠美子、貝原陸奥子、友永テル子、齋藤一枝、有尾妙子、石川憲彦、岡田光晴、永津真由美、上野道男、白土ヒフミ、井野口克子　中段左から▷長野博好、
野見山由美子、千代原一惠、平川博志、磯田厚好、高岸信子、古川広登、井手尾和徳、良永陽臣、松島早苗、吉野房子、井浦弘子、宮本幸子、冨田文代　上段左から▷平尾正人、木下千枝子、中堀春子、加藤
真由美、江藤哲教、渡部銘子、庄内正義、梶原扶美江、萬田美代子、松下滿子　別窓▷渕上髙義

民生委員・児童委員を紹介します
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９
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第７回小竹ふる里マラソン大会
参加者募集
問い合わせ▶教育課社会教育係☎２・０４５２

【
日
時
】2
月
９
日（
日
）９
時

か
ら

【
場
所
】御
徳
大
橋
下
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド

駐
車
場
▽
小
竹
中
学
校
、
御
徳

　
　
　
　

大
橋
下
駐
車
場

※
駐
車
場
の
台
数
に
は
限
り

　

が
あ
り
ま
す
。

【
種
目
】１
・
２
・
３
・
５
㎞

【
参
加
費
】

小
中
学
生
▽
二
百
円　

高
校
生
以
上
▽
五
百
円

【
申
込
締
切
】１
月
28
日（
火
）

▼
参
加
資
格
お
よ
び
申
込
方

　

法
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　この冬、九州では、平成２６年３月３１日までの平日８時
から２１時までの間、数値目標を設けない節電が要請され
ています。
　県では、特典つきの「省エネ・節電県民運動」を３月末まで
実施します。
　ぜひご参加いただき、無理のない範囲で節電に取り組ん
でいただきますようご協力をお願いします。
※高齢者の皆さんなどにつきましては、それぞれの事情の
　もと、無理のない範囲でご協力をお願いします。
【問い合わせ】
・県の節電対策　
　県エネルギー政策室 
　☎０９２・６４３・３１４８
・省エネ・節電県民運動　
　県環境保全課 ☎０９２・６４３・３３５６

ふくおか省エネ・節電県民運動実施中！

経済活動に支障のない範囲での
節電のご協力をお願いします

小竹西小学校
第２回廃品回収のお知らせ
問い合わせ▶小竹西小学校☎２・００７９

今こそ、間伐を行いましょう
問い合わせ▶産業課農林振興係☎２・１１６７

◆
ス
ギ
ヒ
ノ
キ
林
を
長
期
間
手

　

入
れ
で
き
ず
、
お
困
り
の
森

　

林
所
有
者
へ

　

福
岡
県
で
は
、
長
期
間
放
置

さ
れ
た
ス
ギ
ヒ
ノ
キ
林
を
手
入

れ
し
、
健
全
な
状
態
で
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
環
境

税
を
活
用
し
て
市
町
村
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
、間
伐
な
ど
を
行

う
荒
廃
森
林
再
生
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

間
伐
は
健
全
な
森
林
を
育
て

る
大
切
な
作
業
で
す
。
緑
豊
か

な
森
林
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
今
こ
そ
間
伐
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

◆
対
象
森
林・事
業
要
件

▽
概
ね
15
年
以
上
手
入
れ
が

　

さ
れ
て
い
な
い
ス
ギ
や
ヒ

　

ノ
キ
林

▽
１
施
工
地
の
面
積
が
〇・一
％

　

ha
以
上

▽
市
町
村
と
森
林
所
有
者
と
の

　

間
で
事
業
実
施
に
関
す
る
協

　

定
を
締
結

◆
整
備
費
用

▽
森
林
所
有
者
に
負
担
は
あ
り

　

ま
せ
ん（
市
町
村
が
全
額
負

　

担
）。

▽
事
業
の
実
施
に
必
要
な
作
業

　

路
も
森
林
所
有
者
の
負
担
な

　

し
で
開
設
で
き
ま
す
。

△第６回小竹ふるさとマラソン大会

　Ｐ T Ａ事業の一つとして、本年度２回目の「廃品回収」を
下記のとおり実施します。廃品は８時までに回収場所に出
していただければ、児童や保護者が集めに行きます。よろし
くお願いします。

【日時】２月２日（日）※雨天時中止
（実施については、町の無線放送でお知らせします。）
【対象地区】栄町区、本町区、新多区、毛勝区
【時間】８時までに各地区の回収場所（もしくは、道路に面し
た分かりやすい場所）に出してください。８時３０分から回
収します。
【回収品】

回収できる
もの

一升ビン、ビールビン、ケース、アルミ缶、
新聞・雑誌・段ボール
※種類別にまとめてお出しください。

回収できない
もの

油ビン・透明ビン・牛乳ビン・すりガラスビ
ン・雑ビン、スチール缶・古着・ふとん等
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い き きい 小 竹 っ 子
教育委員会や幼稚園・各小中学校からのお知らせを掲載します。　　問い合わせ▷小竹町教育委員会☎２・１９６１

グリーン・イノベーション小竹 マスコットキャラクター考案
小竹中学校２年　野見山涼子さん

　平成２５年２月に操業開始した御
徳波打地区の大規模太陽光発電施設

（メガソーラー発電施設）グリーン・
イノベーション小竹の入口に、野見
山涼子さん（小竹中２年）の考案した
マスコットキャラクターが描かれた
看板が立っています。昨年１０月、環
境にやさしい再生可能エネルギー発
電施設として多くの人に親しんでも
らえるようにと、町教育委員会が小
竹中学校の生徒を対象にマスコット
キャラクターを募集しました。そし
て、いくつかの作品の中から野見山
さんの作品が選出されました。
　１２月９日には、小竹町および小
竹町教育委員会から野見山さんに感
謝状が贈られました。「まさか自分の

作品が選ばれると思っていなくて、
びっくりした」と話してくれた野見
山さん。取材時にはまだ本人も見て
いないということでしたが、みなさ
んも近くをお通りの際には、ぜひご
覧になってください。
　小竹中学校屋上には現在、ソー
ラーパネル１２０枚が設置されてい
ます。発電能力は３０キロワットで、
教室等の電灯に利用し、余剰分は町
の売電収益となります。１１月末に
は、校舎玄関に発電状況などを示す
モニターが設置され、生徒が自然エ
ネルギーを肌
で感じられる
ようになって
います。

　

11
月
10
日（
日
）に
、
小
竹
北
小
学
校

で『
小
竹
北
小
フ
ェ
ス
タ
〜
ふ
れ
あ

い
、
学
び
合
い
in
北
小
〜
』が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
各
学
年
に
よ
る
発
表
、

第
２
部
で
は
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教

授
の
横
山
正
幸
先
生
を
招
き
、
保
護
者

を
対
象
に「
親
と
し
て
心
が
け
た
い
こ

と
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
諸
外
国
か
ら
見
て

自
尊
感
情
の
低
い
日
本
の
子
ど
も
た

ち
に
、
体
験
す
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
」と
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
い
時
間

で
し
た
が
、
日
常
の
学
習
成
果
を
子
ど

も
た
ち
が
表
現
し
合
っ
た
り
、
講
師
の

話
を
保
護
者
と
一
緒
に
聴
く
こ
と
が

で
き
、本
当
に
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

写真と記事の提供▷小竹北小学校

１
年
生

音
楽
劇「
大
き
な
か
ぶ
」
２
年
生

音
楽
劇「
秋
み
つ
け
」

３
年
生

国
語
劇「
三
年
と
う
げ
」

４
年
生

音
楽「
音
の
世
界
」

５
年
生

総
合「
遠
賀
川
研
究
所
」
６
年
生

外
国
語「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」

◆
北
小
フ
ェ
ス
タ

穴井忠幸校長（左）、野見山涼子さ
ん（右）
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小竹南小学校
３学期始業式

１月８日（水）
小竹北小学校
小竹西小学校
小竹中学校

●
町
内
各
小
中
学
校
の

　

３
学
期
始
業
式
の
お
知
ら
せ

　

同
じ
く
11
月
10
日（
日
）、
小
竹
西
小
学
校
で
は『
西

小
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
』が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
校
区
を
ま
わ
り
、
西
小
の
伝
統
で
あ
る「
鼓

笛
隊
」の
演
奏
に
よ
り
保
護
者
や
地
域
の
人
々
へ
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
全
校
合
唱
、
近
接
学
年
ご
と
の

発
表
、
南
陵
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
教
育
委
員
会
・
給
食
セ
ン
タ
ー
が
準
備
し
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
、

二
百
八
十
名
を
超
え
る
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

◆『
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

　

文
化
芸
術
体
験
事
業
』

　

実
施
！

　

12
月
13
日（
金
）に
、
文
化
庁
主
催
の「
次
代
を
担
う

子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
劇
団「
皐
風
会
」に
来
て
い
た
だ
き
、
狂
言

「
附ぶ

す子
」と
能「
土つ

ち

蜘ぐ

も蛛
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

西
小
学
校
全
児
童
、
保
護
者
・
地
域
の
み
な
さ
ん
、
小

竹
町
教
育
委
員
会
ほ
か
、
小
竹
南
小
学
校
の
６
年
生

も
一
緒
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
の
事
前
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
能
楽
の
説
明
を
受
け
た
り
、
能
の
謡う
た
い・

作
法
の
練

習
を
し
た
り
、
能
面
付
け
体
験
を
し
た
り
、
笛
や
太
鼓

を
演
奏
し
て
み
た
り
、
能

楽
師
と
共
演
し
た
り
な

ど
、
普
段
な
か
な
か
経
験

す
る
こ
と
の
な
い
貴
重
な

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

能
楽
は
、
約
六
百
五
十

年
も
の
間
続
い
て
い
る
世

界
で
一
番
古
い
舞
台
芸
術

で
、
二
〇
〇
一
年
に「
世
界

無
形
文
化
遺
産
」第
１
号

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
本
物
の
舞
台
芸

術
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た

ち
も
日
本
の
伝
統
文
化
に

興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

●訂正とお詫び
　１２月号に掲載した小竹南小学校研究発表会
の記事の中の４年生の写真に誤りがありました。
正しくは下の写真です。
　関係者の皆さまにご迷惑をおかけしましたこ
とをお詫び申し上げます。

◆
西
小
フ
ェ
ス
タ

写真と記事の提供▷小竹西小学校
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子どもたちに絵本の楽しさを伝えています

みて！きいて！

おたのしみおはなし会 開館時間　　８：３０〜１７：１５
問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

日  時▶３月１６日（日）
　　　　１１：００〜１２：００
場  所▶小竹町中央公民館
内  容▶ファザーリングジャパ
　　　　ン九州によるパパのお
　　　　はなし会

読書の森
図書室にある本を紹介しています。

　男の子が鏡の前で「あがりめさがりめ」を
歌っていると、ねこさんとだるまきょうだい

が鏡から飛び出してきました。みんなで「だる

まさん だるまさん」「いっぽんばし」を歌って

います。新しい仲間も加わってにぎやかに。

わらべうたであそびましょ！
さいとうしのぶ・編・絵　
のら書店

　明日も咲いている。小説版『八重の桜』全四
巻ついに完結！
　明治という時代を駆けぬける八重。日清・日
露戦争が起こると、「弱者はいたわらねばなら
ぬ」という会津の教えのもと、仲間とともに篤
志看護婦として名乗りをあげる。新たな時代
を切り拓くべく、八重たちは果敢に行動して
いく　　　。

八重の桜〈四〉 
山本むつみ・著　五十嵐佳子・ノベライズ
NHK 出版

　北関東の高校に通うさおりは、演劇部最後の
一年を迎えようとしていた。姫キャラのユッコ、
黙っていれば可愛いガルル、天才・わび助と共に、
年にたった一度の大会に挑む。目指すは地区大
会突破。そんな時、学校に新しい先生がやって来
た。東京の大学で演劇をやっていたというスッゴ
イ美人。「何だ、小っちゃいな、目標。行こうよ、全
国」。え？すべてはその一言から始まった。高校演
劇は負けたら終わり。男子よりも、勉強よりも大
切な日々が幕を開ける。

幕が上がる
平田オリザ・著
講談社

　「としょかんって、なんだ？」文字が読めな
いキツネは、図書館や本がどんなものなのか、

しりませんでした。けれどネズミがだしてく

れた絵本はなんだかおもしろそうです。キツ

ネはいすにすわると絵本をひらきましたー。

本がむすんでくれたネズミとキツネのあたら

しい関係。

としょかんのよる
ローレンツ・パウリ・文　カトリーン・シェーラー・絵　
若松宣子・訳　ほるぷ出版

起終点駅ターミナル
桜木紫乃・著
小学館

　雪が積もった朝、ピーターは外へ飛び出し
た。雪落としに雪だるま？？雪で遊んだ一日

の新鮮な感動と素朴な喜びを、美しい貼り絵

で描いた心に余韻の残る絵本です。

ゆきのひ
エズラ・ジャック・キーツ・文・絵　きじまはじめ・訳
偕成社

　笹野真理子が函館の神父・角田吾朗から「竹原
基樹の納骨式に出席してほしい」という手紙を受
け取ったのは、先月のことだった。十年前、国内最
大手の化粧品会社華清堂で幹部を約束されてい
た竹原は、突然会社を辞め、東京を引き払った。当
時深い仲だった真理子には、何の説明もなかっ
た。竹原は、自分が亡くなったあとのために戸籍
謄本を、三ヶ月ごとに取り直しながら暮らしてい
たという　　　（「かたちないもの」）。
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今月の健康行事
▶内容によっては事前に予約が必要なも
　のや対象者が限られる場合があります
　ので、保健センターに問い合わせくださ
　い。
▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオル
　を持参してください。
▶小竹町立病院で火曜日に予防接種を実
　施しています。詳しくは小竹町立病院へ
　お問い合わせください。
　※ 要予約　☎２・０２８２
▶腎臓病予防料理教室は、材料の準備の都
　合上予約が必要です。
◎問い合わせ…保健センター
　　　　　　　☎２・１８６４

１月
１６日（木）：ウォーキング教室

１０時〜１２時
中央公民館

１７日（金）：腎臓病予防料理教室
１０時〜１２時
保健センター

２４日（金）：ウォーキング教室
１０時〜１２時
中央公民館

２月

３日（水）：ウォーキング教室
１０時〜１２時
中央公民館

１３日（木）：ウォーキング教室
１０時〜１２時
中央公民館

　平成２５年度の女性特有の
がん検診（無料クーポン券）の
有効期限は３月末までです。
　５月に送付しました無料
クーポン券をまだ利用してい
ない人は、ぜひ指定医療機関
において検診を受けてください。

無料クーポン券で子宮頸がん検診が行える指定医療機関

指定医療機関名 所在地 電話番号

直方市

医療法人有馬産婦人科医院 日吉町９−２ ０９４９・２２・０８３３

田中産婦人科クリニック 大字頓野１０００ー２７ ０９４９・２６・８８６８

健康保険直方中央病院 大字感田５２３ー５ ０９４９・２６・２３１１

飯塚市

（株）麻生飯塚病院 芳雄町３−８３ ０９４８・２２・３８００
医）産婦人科・麻酔科
すどうクリニック

菰田西１−４−２２ ０９４８・２２・２３４７

医）田中クリニック 本町１７１２ ０９４８・２２・３２８０

医）松岡産婦人科医院 飯塚１０−１０ ０９４８・２４・７９６３

嘉麻市 有松病院 鴨生８２４ ０９４８・４２・１１０８

田川市

ひだまりクリニック 大字糒８２４−２０ ０９４７・８５・９７６５

田川市立病院 大字糒１７００−２ ０９４７・４４・２１００

社会保険田川病院 上本町１０−１８ ０９４７・４４・０４６０

中間市
医）桑原産婦人科医院 中間３丁目５−５ ０９３・２４５・００５２

医）知足産婦人科医院 長津２丁目２４−２０ ０９３・２４５・０５５９

無料クーポン券で乳がん検診が行える指定医療機関

指定医療機関名 所在地 電話番号

直方市 健康保険直方中央病院 大字感田５２３ー５ ０９４９・２６・２３１１

鞍手町
地方独立行政法人
くらて病院

大字中山２４２５ー９ ０９４９・４２・２８６０

宮若市 医療法人相生会宮田病院 本城１６３６番地 ０９４９・３２・３０００

飯塚市

さい医院
菰 田 西 ２ 丁 目 １ 番
２１号

０９４８・２８・１４０１

飯塚市立病院 弁分６３３番地１ ０９４８・２２・２９８０

（株）麻生飯塚病院 芳雄町３−８３ ０９４８・２２・３８００

嘉麻市 嘉麻赤十字病院 上山田１２３７番地 ０９４８・５２・０８６１

田川市
田川市立病院 大字糒１７００−２ ０９４７・４４・２１００

社会保険田川病院 上本町１０−１８ ０９４７・４４・０４６０

○指定医療機関へ事前にお問い合わせの上、予約をしてください。
○上記以外の福岡県内の指定医療機関で子宮頸がん検診、乳がん検診を希望す
　る人は保健センターまでお問い合わせください。

子宮がん 生年月日 年齢

○
平成４年４月２日から
平成５年４月１日まで ２０歳

○
昭和６２年４月２日から
昭和６３年４月１日まで ２５歳

○
昭和５７年４月２日から
昭和５８年４月１日まで ３０歳

○
昭和５２年４月２日から
昭和５３年４月１日まで ３５歳

○
昭和４７年４月２日から
昭和４８年４月１日まで ４０歳

無料クーポン券の対象者▷女性（年齢は平成２５年４月１日基準日）  女性特有の
 がん検診を
 受けましょう。

乳がん 生年月日 年齢

○
昭和４７年４月２日から
昭和４８年４月１日まで ４０歳

○
昭和４２年４月２日から
昭和４３年４月１日まで ４５歳

○
昭和３７年４月２日から
昭和３８年４月１日まで ５０歳

○
昭和３２年４月２日から
昭和３３年４月１日まで ５５歳

○
昭和２７年４月２日から
昭和２８年４月１日まで ６０歳
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暮らしの情報
補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】１
月
16
日（
木
）10
時
か
ら
11

時
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、世

　

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が

　

必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係

☎
２
・
１
２
１
９

高
次
脳
機
能
障
害
家
族

支
援
相
談
会
開
催

　

交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど
脳
の
損

傷
で
、
記
憶
能
力
の
障
害
、
集
中
力
や

考
え
る
力
の
障
害
、行
動
の
異
常
や
言

葉
の
障
害
が
生
じ
る
こ
と（
高
次
脳

機
能
障
害
）が
あ
り
ま
す
。
高
次
脳
機

能
障
害
は
、外
見
上
わ
か
り
に
く
い
た

め
、ご
本
人
や
ご
家
族
の
負
担
が
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
参
加
費
無
料
、要
予
約

【
日
時
】１
月
15
日（
水
）14
時
か
ら
16

時
ま
で

【
場
所
】飯
塚
総
合
庁
舎
２
階

【
対
象
者
】家
族
や
支
援
に
携
わ
る
人

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
２
・
９
４
４
・
２
０
１
１

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】１
月
15
日（
水
）13
時
か
ら
15

時
ま
で

【
場
所
】飯
塚
総
合
庁
舎
別
棟
会
議
室

※
希
望
者
は
相
談
日
前
日
ま
で
に
予

　

約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
番
号
☎
０
９
４
８
・
２
１
・
０
３

９
０（
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
☎
０
９
４
８
・
２
１
・
０
３
９
０

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談

【
日
時
】平
日
毎
日
18
時
か
ら
20
時
ま

で【
相
談
方
法
】電
話
相
談

▽
相
談
用
電
話
番
号

☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

【
主
催
】福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会（h

ttp
://w

w
w

.fu
ku

o
ka

-
seinenkai.org/

）

【
問
い
合
わ
せ
】司
法
書
士（
稲
毛
さ

ん
）☎
０
９
２
・
５
１
７
・
４
２
８
９

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

【
日
時
】１
月
28
日（
火
）10
時
か
ら
12

時
ま
で

【
場
所
】役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
相
談
料
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ

　

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
☎
２
・
１
２
１
２

母
子
・
父
子
家
庭
の
就
業
支

援
に
つ
い
て

　

町
村
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん（
い
ず
れ

も
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）を
対
象
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
業
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
に
相
談
が
あ
っ
た
人
の
み

平
日
▽
対
象
者
が
居
住
し
て
い
る
役

場
等
に
出
向
き
ま
す
。

（
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

日
曜
日
▽
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
で
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

※
養
育
費
の
電
話
相
談
業
務
に
つ
い

　

て

　

母
子
・
父
子
家
庭
ま
た
は
離
婚
協
議

中
の
人
な
ど
を
対
象
に
専
門
相
談
員

が
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
業
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
☎
０
９
４
８
・
２
１
・
０
３
９
０

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

募
集

【
受
験
資
格
】18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

【
受
付
】１
月
14
日（
火
）ま
で

【
試
験
日
】１
月
19
日（
日
）か
ら
１
月

21
日（
火
）ま
で
の
い
ず
れ
か
の
２
日

間【
試
験
会
場
】陸
上
自
衛
隊
小
倉
会
場

（
小
倉
駐
屯
地
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４

８
・
２
２
・
４
８
４
７

平
成
25
年
度

ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
住
宅
】県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅（
対
象
団
地
、
戸
数
等
詳
細
に
つ

い
て
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

【
申
込
受
付
】平
成
26
年
１
月
14
日

（
火
）か
ら
平
成
26
年
１
月
22
日（
水
）

ま
で

【
募
集
案
内
書
配
布
】県
住
宅
供
給
公

社
、
公
社
管
理
事
務
所
、
公
社
管
理
事

務
所
出
張
所
、
県
県
営
住
宅
課
、
役
場

管
財
課
、県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】県
住
宅
供
給
公
社
県

営
住
宅
管
理
部
☎
０
９
２
・
７
８
１
・

８
０
２
９
／
県
県
営
住
宅
課
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
７
３
９

公
立
小
中
学
校
講
師
等

登
録
者
募
集

　

福
岡
県
公
立
小
中
学
校（
直
方
市
、

中
間
市
、
宮
若
市
、
遠
賀
郡
、
鞍
手
郡
）

の
講
師
等
登
録
者（
常
勤
・
非
常
勤
）を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
教
科
】小
学
校
、中
学
校
各
教
科

【
資
格
】各
校
種
の
教
員
免
許
状
取
得

者（
年
齢
不
問
）

【
給
与
待
遇
】

常
勤
講
師
▽
経
験
に
応
じ
19
万
円
か

ら（
別
途
通
勤
手
当
等
有
、
社
会
保
険

有
）

非
常
勤
講
師
▽
勤
務
形
態
に
よ
る

【
問
い
合
わ
せ
】北
九
州
教
育
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
２
５
・
１
２
０
２

相
談

募
集
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「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
」

学
べ
る
放
送
大
学

平
成
26
年
４
月
入
学
生

募
集

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学

は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、国

が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。心

理
学
、
福
祉
、
経
済
な
ど
幅
広
い
分
野

の
科
目
を
１
科
目
か
ら
自
宅
の
テ
レ

ビ
等
で
学
べ
ま
す
。

　

学
力
試
験
は
な
く
、
15
歳
以
上（
全

履
修
生
は
18
歳
以
上
）で
あ
れ
ば
入
学

で
き
、学
士（
教
養
）の
学
位
が
と
れ
ま

す
。
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編

入
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
以
上
で

あ
れ
ば
大
学
院
の
修
士
科
目
生
、修
士

選
科
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】平
成
26
年
２
月
28
日

（
金
）ま
で

※
入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

　

ま
す
。

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
】放
送
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
４
７

３
・
１
３
６
５

警
備
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

【
日
時
】１
月
28
日（
火
）10
時
か
ら
17

時
ま
で

【
場
所
】飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】警
備
員
と
い
う
仕
事
に
興

味
ま
た
は
関
心
が
あ
る
、概
ね
40
歳
以

上
65
歳
未
満
の
求
職
者

▼
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】公
益
社
団
法
人
福
岡

県
雇
用
対
策
協
会
☎
０
９
２
・
４
７

７
・
６
０
８
８

平
成
26
年
度

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

【
対
象
者
】視
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児

（
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
23
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、平
成
26

年
４
月
１
日
時
点
で
満
３
・
４
・
５
歳

の
幼
児
）

【
募
集
期
間
】２
月
３
日（
月
）か
ら
２

月
14
日（
金
）ま
で

※
小
・
中
学
部
の
児
童
・
生
徒
の
体
験

　

入
学
等
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

【
選
考
日
時
】２
月
21
日（
金
）10
時
か

ら▼
手
続
き
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
立
直
方
聾
学

校（
教
頭
・
八
田
先
生
／
教
務
・
渕
上
先

生
ま
で
）☎
０
９
４
９
・
２
６
・
５
３
５

１

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学

校
入
学
生
募
集

【
募
集
学
科
お
よ
び
人
員
】生
産
技
術

科（
25
名
）、電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
科

（
20
名
）、
電
子
情
報
技
術
科（
30
名
）、

建
築
科（
30
名
）

【
応
募
資
格
】学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
人（
卒
業
見
込
者

を
含
む
）ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

【
願
書
受
付
】１
月
14
日（
火
）か
ら
１

月
24
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）

【
試
験
日
】２
月
６
日（
木
）

【
試
験
地
】北
九
州
市（
九
州
職
業
能
力

開
発
大
学
校
）、福
岡
市
、そ
の
他

【
問
い
合
わ
せ
】九
州
職
業
能
力
開
発

大
学
校
☎
０
９
３
・
９
６
３
・
８
３
５

３北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学

校
幼
児
・
生
徒
募
集

【
募
集
期
間
】２
月
３
日（
月
）か
ら
２

月
14
日（
金
）ま
で

【
対
象
者
】幼
児
部
▼
平
成
22
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
視
覚
に
障
害
の
あ
る

幼
児
／
高
等
部
専
攻
科
理
療
科
▼
あ

ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指

す
人
で
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
、
ま

た
は
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

【
問
い
合
わ
せ
】北
九
州
視
覚
特
別
支

援
学
校
☎
０
９
３
・
６
５
１
・
５
４
１
９

春
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

【
内
容
】ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研

修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

【
派
遣
先
】ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
ほ
か

【
日
程
】３
月
26
日（
火
）か
ら
４
月
６

日（
日
）ま
で（
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

【
対
象
】小
学
３
年
か
ら
高
校
３
年
の

ま
で
の
人

【
説
明
会
】全
国
12
都
市
、１
月
下
旬

【
参
加
費
】二
十
九
万
八
千
か
ら
四
十

三
万
八
千
円（
※
１
月
27
日（
月
）ま
で

に
申
し
込
ん
だ
人
は
、早
割
で
１
万
円

割
引
）

【
締
切
】２
月
３
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
】（
公
財
）国
際
青
少
年

研
修
協
会
☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７

２
１平

成
筑
豊
鉄
道

新
春
ウ
ォ
ー
ク

　

１
月
12
日
、
恒
例
の「
平
成
筑
豊
鉄

道
沿
線
史
跡
探
索
ウ
ォ
ー
ク（
豊
前

の
街
道
を
ゆ
く
会
・
平
成
筑
豊
鉄
道

応
援
団
）」第
17
回
赤
池
駅
〜
中
泉
駅

ウ
ォ
ー
ク
と「
へ
い
ち
く
」「
福
智
好
い

と
ん
隊
」が
コ
ラ
ボ
し
ま
す
。

【
実
施
日
】１
月
12
日（
日
）

【
集
合
】10
時
40
分
ま
で
に「
赤
池
駅
」

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

【
費
用
】百
円（
資
料
代
）

【
申
込
締
切
】１
月
10
日（
金
）

【
申
し
込
み
お
よ
び
問

い
合
わ
せ
】平
成
筑
豊

鉄
道
本
社
☎
０
９
４

７
・
２
２
・
１
０
０
０

（
平
日
９
時
か
ら
17
時

ま
で
）

小
竹
区
ど
ん
ど
焼
き

【
日
時
】１
月
13
日（
月
・
祝
）11
時
か
ら

【
場
所
】小
竹
区
貴
船
神
社
最
上
段

【
主
催
】小
竹
祇
園
山
笠
振
興
会

▼
し
め
飾
り
に
付
い
て
い
る
プ
ラ
ス

　

チ
ッ
ク
類
は
自
宅
で
処
分
し
て
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
当
日
、縁
起
物
は
10
時
30
分
ま
で
に

　

お
持
ち
込
み
願
い
ま
す
。

◉
当
日
は
神
社
境
内
に
て
、ぜ
ん
ざ
い

　

を
ふ
る
ま
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
貴

　

船
神
社
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】事
務
局（
荒
牧
さ
ん
）

☎
０
９
０
・
７
３
９
７
・
４
１
６
７

お
知
ら
せ
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

第
４
回

Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
流
域

リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

【
日
時
】１
月
26
日（
日
）13
時
30
分
か
ら

（
無
料
）

【
場
所
】田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル（
駐

車
場
あ
り
）

【
主
催
】国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川
事
務

所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
賀
川
流
域
住
民
の

会【
後
援
】福
岡
県
・
流
域
の
22
自
治
体
・
遠

賀
川
水
系
水
質
汚
濁
防
止
連
絡
協
議
会
・

遠
賀
川
水
系
水
道
事
業
連
絡
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
】国
土
交
通
省
遠
賀
川
河

川
事
務
所
☎
０
９
４
９
・
２
２
・
１
８
３

０福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
４

in
Ｆ
Ｕ
K
Ｕ
Ｏ
K
Ａ

【
日
時
】２
月
７
日（
金
）10
時
30
分
か
ら

16
時
ま
で

【
会
場
】ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）

【
参
加
対
象
者
】求
職
者（
社
会
福
祉
施

設
等
へ
の
就
職
希
望
者
お
よ
び
平
成
26

年
３
月
末
の
大
学
・
専
門
学
校
等
の
卒

業
予
定
者
）

【
内
容
】

・
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー（
10
時
30
分
か
ら

　

12
時
ま
で
）

・
求
人
事
業
所
と
求
職
者
と
の
就
職
面

　

談
会（
13
時
か
ら
16
時
ま
で
）　

・
相
談
コ
ー
ナ
ー（
福
祉
関
係
資
格
、
求

　

職
相
談
・
求
職
登
録
）

・
障
害
者
が
つ
く
る
ま
ご
ご
ろ
製
品
の

　

展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

◉
参
加
費
無
料
、申
込
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
社
会
福
祉
協
議

会
人
材
・
情
報
課（
福
岡
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
）☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１

０第
11
回
直
鞍
手
話
ス
ピ
ー

チ
大
会
開
催

【
日
時
】２
月
９
日（
日
）13
時
30
分
か
ら

（
13
時
か
ら
受
付
）

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
主
催
】直
方
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

聴
覚
部
会
、
宮
若
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
聴
覚
部
会
、
鞍
手
郡
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
聴
覚
部
会
、
直
鞍
地
区
手
話

の
会
連
絡
協
議
会

【
後
援
】直
方
市
、
宮
若
市
、
鞍
手
町
、
小

竹
町
、小
竹
町
教
育
委
員
会
、小
竹
町
社

会
福
祉
協
議
会（
後
援
予
定
▽
直
方
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、宮
若
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

【
問
い
合
わ
せ
】直
鞍
手
話
ス
ピ
ー
チ
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局（
荒
牧
さ
ん
）

☎
０
９
０
・
７
３
９

７
・
４
１
６
７

福
岡
地
区

障
害
者
雇
用
促
進

面
談
会（
第
２
回
）

【
日
時
】２
月
10
日（
月
）12
時
か
ら
16
時

ま
で

【
場
所
】福
岡
国
際
会
議
場（
福
岡
市
）

▼
参
加
費
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
中
央
公
共
職
業
安

定
所
☎
０
９
２
・
７
１
２
・
８
６
０
９

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
お

よ
び
雇
用
均
等
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
ご
案
内

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

働
き
方
や
貢
献
に
応
じ
て
、
正
社
員
と

の
均
等
・
均
衡
待
遇
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
能
力
を
有

効
に
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
①
働
き
や
貢
献
に
見
合
っ

た
待
遇
、
②
正
社
員
と
の
働
き
方
の
違

い
に
応
じ
た
待
遇
、
③
待
遇
決
定
に
当

た
り
考
慮
し
た
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
、職
務
分
析
、職
務
評
価

が
あ
り
ま
す
。

　

福
岡
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
、
こ

の
職
務
分
析
・
職
務
評
価
の
導
入
等
の

ご
相
談
や
支
援
を
行
う
た
め
の
雇
用
均

■管内街頭犯罪発生状況
11 月中 11 月末まで

件数 件数 前年比
車上ねらい ８件  ９１件 −５７件
自転車盗 １３件 １６９件 −１１件
空き巣 ６件   ８７件 −１４件

等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
労
働
局
雇
用
均
等

室
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
８
９
４

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
拡
大
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
等

の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま

す
。

　

個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
行

う
全
て
の
人
に
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保

存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人
も

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】直
方
税
務
署
☎
０
９
４

９
・
２
２
・
０
８
８
０

平
成
25
年
度

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

　

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
に
対
す
る
、
不

妊
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
治
療
】体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授

精（
凍
結
卵
・
胚
を
使
用
し
た
治
療
を
含

む
）

【
対
象
者
】県
内（
北
九
州
市
・
福
岡
市
・

久
留
米
市
を
除
く
）在
住
の
ご
夫
婦

１月１０日は「１１０番」の日

◎事件事故など緊急な対応を要する
　際は、ためらうことなく「１１０番」
　通報を！！

◎急を要さない通報などは
　相談専用電話「♯９１１０」へ



19 ひまわりだより

人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

１１月中 １１月末累計
発生件数 4 件（＋ 1 ） 39 件（＋ 1 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 5 人（− 1 ） 50 人（± 0 ）

■人　口 8,374人
男性 3,961 人 女性 4,413 人
出生 3 人 死亡 10 人
転入 13 人 転出 27 人

■世帯数 3,952世帯

  155,700 kg （前月比 ｰ 8,580 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 １月１９日（日）９時から１２時まで

11 11
11

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

和
田
千
鶴
子　

様（
中
央
区
）

遺
族　

和
田　

静
夫　

様

故　

平
尾
キ
ク
エ　

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

平
尾　

英
三　

様

故　

林
田
ア
イ
コ　

様（
御
徳
一
区
）

遺
族　

長
野　

和
子　

様

ー 福岡県下・管内の犯罪・交通事故発生状況や警察からのお知らせなどがわかります ー

福岡県警ホームページ　　http://www.police.pref.fukuoka.jp/

【
申
請
期
間
】治
療
の
終
了
し
た
日
の
属

す
る
年
度
内（
３
月
31
日
）に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

☎
０
９
４
８
・
２
９
・
０
２
７
７

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の

ご
案
内

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、大
学

等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る
費

用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

【
融
資
額
】お
子
さ
ま
１
人
あ
た
り
三
百

万
円
以
内

【
利
率
】年
二
・
三
五
％（
母
子
家
庭
ま
た

は
世
帯
年
収（
所
得
）二
百
万（
百
二
十

二
万
円
）以
内
の
人
は
年
一
・
九
五
％
）

（
固
定
金
利
、
平
成
25
年
11
月
11
日
現

在
）

▼
申
し
込
み
に
関
す
る
ご
相
談
等
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

ま
た
は
☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

第
１
回
福
岡
県「
ま
ご
こ
ろ

製
品
」大
規
模
販
売
会

　

福
岡
県
で
は
、
障
害
者
施
設
で
働
く

皆
さ
ん
の
収
入
向
上
を
図
る
た
め
、
障

害
者
の
皆
さ
ん
が
作
る
パ
ン
や
お
菓

子
、ジ
ャ
ム
な
ど
の
食
品
を
は
じ
め
、縫

製
品
、
木
工
品
な
ど
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」と
名
付
け
、
大

規
模
販
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
期
間
】１
月
22
日（
水
）か
ら
１
月

26
日（
日
）ま
で
、
10
時
か
ら
20
時
ま
で

（
最
終
日
は
18
時
ま
で
）

【
会
場
】福
岡
三
越
９
階
催
物
会
場

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
福
祉
労
働
部
障

害
者
福
祉
課
自
立
支
援
係
☎
０
９
２
・

６
４
３
・
３
２
６
３

平
成
25
年
度

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」報
告
会

　

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業「
女
性

研
修
の
翼
」第
30
回（
11
月
10
日
か
ら
11

月
16
日
ま
で
の
７
日
間
実
施
）の
報
告

会
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
お
よ
び
会
場
】２
月
１
日（
土
）

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）／
２
月

８
日（
土
）勤
労
者
家
庭
支
援
施
設（
サ

ン
コ
ア
・
筑
後
市
）／
２
月
22
日（
土
）岡

垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ（
岡
垣
町
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

　

ま
で（
申
込
不
要
、参
加
無
料
）

※
託
児
希
望
者
は
、
開
催
日
10
日
前
ま

　

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
女
性
海
外
研
修

事
業「
女
性
研
修
の
翼
」実
行
委
員
会
事

務
局
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
９
１

「
白
杖
シ
グ
ナ
ル
運
動
」に

つ
い
て

　

白
杖
シ
グ
ナ
ル
運
動
と
は
、
視
覚
に

障
害
の
あ
る
人
が
、
外
出
先
で
道
に

迷
っ
た
り
不
安
な
時
や
災
害
時
な
ど

何
か
困
っ
た
際
に
白
杖
を
頭
上
50
㎝
に

掲
げ
て
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
合
図
で

す
。こ
の
シ
グ
ナ
ル
は
、社
会
福
祉
法
人

福
岡
県
盲
人
協
会
が
提
唱
し
、現
在
、全

国
的
な
普
及
・
啓
発
を
目
指
し
て「
白
杖

シ
グ
ナ
ル
運
動
」と
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
合
図
を
見
か
け

た
ら
、
す
す
ん
で
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
福
祉
労
働
部
障

害
者
福
祉
課
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２

６
４
／（
社
福
）福
岡
県
盲
人
協
会
☎
０

９
２
・
９
２
３
・
６
３
３
６

20
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

定
時
制
高
校
入
試
特
例
措

置
に
つ
い
て

　

福
岡
県
立
高
校
定
時
制
課
程
で
は
、

滿
20
歳
以
上
で
希
望
す
る
人
に
対
し
、

学
力
検
査
を
行
わ
ず
、
作
文
に
て
入
学

者
選
抜
を
行
う
特
例
措
置
を
実
施
し
て

い
ま
す（
一
部
学
校
を
除
く
）。
こ
れ
か

ら
勉
強
を
始
め
て
、
高
校
卒
業
資
格
を

得
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
入
学
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
願
書
配
布
場
所
・
試
験
会
場
】志
願
先

高
校

【
願
書
受
付
期
間
】２
月
18
日（
火
）か
ら

２
月
25
日（
火
）ま
で（
最
終
日
は
正
午

ま
で
）

【
試
験
日
】３
月
11
日（
火
）・
12
日（
水
）

※
作
文
に
加
え
て
、
面
接
を
行
う
学
校

　

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
志
願
先
高
校

　

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
教
育
庁
高
校
教

育
課
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
０
４
ま

た
は
志
願
先
高
校
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福
岡
県
鞍
手
郡
小
竹
町
大
字
勝
野
３
３
４
９
番
地

編
集
・
発
行　

小
竹
町
役
場
総
務
課

http://tow
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小

竹
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

広
報
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た
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わ
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村
むらかみ

上 翠
み さ き

咲ちゃん（勝野一区）
平成２３年４月８日生まれ

☆ひとことメッセージ☆
健康・元気に育ってね。パパとマ
マ大好き。踊るのが大好きです。

わ
が
や
の

す
こ
や
か
さ
ん ◉町内にお住まいで、満３歳までの小竹っ子を募集しています。

◉２月号に掲載を希望するときは、１月１０日（金）までに総務課情報
　係窓口でお申し込みください。

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば

◉餅つきをしたよ！
　１２月１１日、小竹保育所では、年末恒例の餅つきを行い

ました。小竹化成の従業員４名と役場職員、保護者のみな

さんも駆けつけ、声を掛け合いながら餅をつきました。そ

の様子を見た子どもたちからは自然と「がんばれ〜！」と

声援が上がり、年長５歳児も声援に応え、力強い餅つき体

験ができました。つきたての餅はきな粉につけていただき

ました。園児たちは餅を頬張りながら、「おいしい〜！」と

大満足の様子でした。

◉優勝おめでとうございます

　１１月２４日、小竹町少年剣道教室創立３５周年記念大会
が町民体育館で行われた近隣市町から１４団体、約１４０

名の選手が熱戦を繰り広げました。小竹町少年剣道教室で

は、個人戦で４名が入賞、団体戦で低学年の部が優勝し、

同２８日に松尾町長に戦績報告をしました。団体戦で大将

を務めた坂田聖
しょうま

磨くん（南小４年）は「はじめはいけそうと

思ったけど、一本とられてやばいと思った。最後は優勝で

きてよかった。」と話してくれました。

◉人権講演会
　１２月４日から１２月１０日までの人権週間に先駆け、
１２月３日に中央公民館で人権講演会を開催しました。今
回は車いすマラソンアスリートランナーの山本浩之さん
と、山本さんの妻で NPO 法人はぁとスペース代表の山本
美也子さんを講師としてお招きしました。交通事故による
脊髄損傷と、最愛の息子さんを飲酒運転事故で亡くすとい
う２つの大きな悲しみを乗り越え、今もなおアスリートと
して活躍する山本さんの前向きさに、たくさんの勇気をい
ただける講演会でした。


